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平成 29年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【日本のものづくりの基盤を担う 

中小企業の経営戦略】 

日 程:2017年 10月 28日（土） 

受講者数:３名（当日１名欠席） 

会 場：大学共同利用施設 UNITY 

講 師:経営学部 藤川健 

 

テレビなどのメディアで「日本の中小企業の技術力は世界一だ」と表現されることがある。ところが、

優れた技術を持つ国内の中小企業は減少傾向にある。なぜ日本の中小企業は技術力があるにもかかわら

ず、倒産してしまうのか？その理由や対処法を金型産業の事例から考える。 

今回の公開講座では、今後の中小製造業がどのように経営戦略を立案すればよいのかを考えることを

目的としていた。とりわけ、中小製造業の中でも、マザーツールと呼ばれる金型産業を題材に経営戦略

の在り方を模索した。その詳細は以下の通りである。2000年代以降、アジア諸国との比較研究から、日

本の金型産業は高度な技術力を保持することが実証されてきた。ところが、今日の国内金型製造企業

は、倒産、買収、合併などに直面し、苦境に立たされているものが多い。言い換えれば、金型産業では

高度な技術力が経営成果とリンクしていないと言える。そのような現状を踏まえ、本講義では上記の矛

盾がなぜ生じているのか、そしてどのように苦境を乗り越えればよいのかを「企業間の競争」というキ

ーワードから紐解いた。 

 端的に述べれば、上記のことは、中小企業に求められる競争力の焦点がシフトしたことから生じてい

る。つまり、従来の金型製造企業の競争力の次元は、取引先企業のニーズに適合するため、金型の品質・

コスト・納期の三軸で表現された三角錐の体積をどこまで大きく拡張することができるのかという「改

善能力」が求められていた。しかし、今日の金型製造企業の競争力の次元は、取引先企業のニーズに適

合するため、金型の品質・コスト・納期の三軸で表現された三角錐の頂点を如何に素早く柔軟に編集す

ることができるのかという「対応能力」が問われている。 

そして、このような「対応能力」を身に付けていないことが、近年の国内金型製造企業の不振を招い

ていることを解説した。また、そのような対応能力を身に付ける具体的な方法も講義した。

 


